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◆

米
泉
湖
を
巡
る
台
湾
と
の
交
流

台
湾
総
督
を
兼
帯
し
、
日
露
戦
争
に
お
い

て
満
洲
軍
総
参
謀
長
と
し
て
勝
利
に
貢
献
し

た
児
玉
源
太
郎
の
出
身
地
、
山
口
県
徳
山
の

旧
宅
跡
に
は
、
そ
の
徳
を
偲
ぶ
地
元
有
志
の

発
起
に
よ
っ
て
江
ノ
島
児
玉
神
社
の
社
殿
を

移
築
し
て
創
祀
さ
れ
た
児
玉
神
社
が
あ
る
。

徳
山
駅
か
ら
青
々
と
し
た
楠
並
木
に
覆
わ

れ
た
六
車
線
の
大
通
り
を
児
玉
神
社
方
面
へ

歩
い
て
い
る
と
、
ふ
と
こ
こ
は
台
北
市
の
か

つ
て
の
台
湾
神
宮
（
現
圓
山
飯
店
）
に
向
か

う
勅
使
街
道
（
現
中
山
北
路
）
か
は
た
ま
た

敦
化
北
路
か
と
錯
覚
を
覚
え
、
台
北
に
赴
任

後
、
蔡さ
い

焜こ
ん

燦さ
ん

先
生
に
会
え
る
こ
と
を
楽
し
み

に
台
湾
歌
壇
月
例
会
に
通
い
続
け
た
約
三
年

の
日
々
を
懐
か
し
く
思
い
起
こ
し
て
い
た
。

徳
山
駅
の
あ
るし

周ゅ
う

南な
ん

市し

の
東
に
隣
接
す
る

の
が
下く
だ

松ま
つ

市し

で
、
平
成
三
年
竣
工
の
末す
え

武た
け

川が
わ

ダ
ム
の
ダ
ム
湖
で
あ
る
米べ
い

泉せ
ん

湖こ

に
文
学
碑
プ

ロ
ム
ナ
ー
ド
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
徳
山
の
歌

人
河こ
う

内ち

信の
ぶ

子こ

さ
ん
が
亡
く
な
る
四
年
前
の
平

成
七
年
、
八
十
歳
の
と
き
に
、
台
北
歌
壇
創

立
者
の
孤こ

蓬ほ
う

万ば
ん

里り

こ
と
呉ご

建け
ん

堂ど
う

氏
の
歌
碑
を

建
立
す
る
。
こ
れ
が
米
泉
湖
を
巡
る
台
湾
と

の
交
流
の
始
ま
り
で
あ
る
。

台
湾
と
日
本
の
睦
み
こ
こ
に
来
て
祈
り
し

が
あ
り
平
成
の
代
に�
孤
蓬
万
里　

台
北
歌
壇
の
作
品
を
ま
と
め
た
、
孤
蓬
万

里
編
著
『
台
湾
万
葉
集
』
の
上
巻
（
原
題
『
花

を
こ
ぼ
し
て
』
一
九
八
一
年
刊
）、
中
巻
（
一

九
八
八
年
刊
）、
下
巻
（
一
九
九
三
年
刊
）

の
う
ち
、
大お
お

岡お
か

信ま
こ

氏と

が
初
め
て
下
巻
を
手
に

し
て
そ
の
存
在
を
知
り
、
新
聞
の
連
載
コ
ラ

ム
「
折
々
の
う
た
」
で
絶
賛
し
て
話
題
と
な

っ
た
の
は
平
成
五
年
（
一
九
九
三
年
）、
折

し
も
米
泉
湖
の
文
学
碑
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
設
置

が
始
ま
っ
た
年
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
元
台
湾
少
年
工
で
、
台
湾
歌
壇

会
員
だ
っ
た
洪こ
う

坤こ
ん

山ざ
ん

氏
の
短
歌
に
感
動
し
た

作
家
の
阿
川
弘
之
氏
が
「
文
藝
春
秋
」
の
随

筆
「
葭よ
し

の
髄ず
い

か
ら
」
で
「
心
の
祖
国
」
と
題

し
て
洪
氏
の
そ
の
短
歌
を
紹
介
し
て
い
る
。

北
に
対む

き
年
の
始
め
の
祈
り
な
り
心
の
祖

国
に
栄
え
あ
れ
か
し　
　
　

洪　

坤
山

◆

蔡
先
生
と
加
藤
さ
と
る
氏
の
交
流

す
る
と
、
山
口
県
下
関
市
在
住
の
ジ
ャ
ズ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
で
作
曲
家
の
加
藤
さ
と
る

氏
が
こ
の
一
文
に
感
銘
を
受
け
て
作
曲
、
病

床
の
洪
氏
を
台
湾
ま
で
見
舞
っ
て
演
奏
し

た
。
加
藤
氏
は
さ
ら
に
、
洪
氏
が
二
〇
〇
四

年
に
亡
く
な
る
と
、
蔡
焜
燦
先
生
に
請
わ
れ

て
台
北
の
国
賓
大
飯
店
で
音
楽
葬
を
行
い
、

二
年
後
と
六
年
後
に
は
洪
氏
の
顕
彰
碑
を
文

山
口
県
下
松
市
「
文
学
碑
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
で
十
二
月
一
日
に
除
幕
式

蔡
焜
燦
先
生
の
顕
彰
碑
を
建
立

蔡 

焜
燦
先
生
を
慕
ふ
　
和
歌
の
会
代
表

坂さ
か

口ぐ
ち

　
隆た
か

裕ひ
ろ



23 【日台共栄】蔡焜燦先生の顕彰碑を建立

学
碑
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
に
建
立
し
て
い
る
。

台
湾
歌
壇
五
十
周
年
祝
賀
会
を
見
届
け
た

か
の
よ
う
に
、
そ
の
三
ヵ
月
後
の
昨
年
七
月

十
七
日
に
旅
立
た
れ
た
蔡
先
生
は
、
加
藤
氏

に
「『
島
原
の
子
守
歌
』
で
あ
の
世
へ
送
っ

て
ほ
し
い
」
と
お
願
い
し
て
い
た
と
い
う
。

加
藤
氏
は
、
昨
年
九
月
二
十
三
日
に
催
さ
れ

た
台
湾
歌
壇
主
催
の
「
蔡
焜
燦
先
生
を
偲
ぶ

会
」
に
こ
の
歌
の
Ｃ
Ｄ
を
届
け
、
会
場
に
は

葬
送
曲
の
よ
う
に
静
か
に
流
れ
て
い
た
。

今
回
、
加
藤
氏
が
発
起
人
と
な
り
、
蔡
焜

燦
先
生
顕
彰
碑
を
建
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
は
、
こ
う
し
た
経
緯
に
よ
る
。

蔡
先
生
の
顕
彰
碑
に
は
、「
祖
国
」
と
い
う

言
葉
で
私
た
ち
を
啓
発
し
て
く
れ
て
い
る
次

の
歌
を
選
ん
だ
。

同
胞
よ
祖
国
を
護
る
こ
の
心
起
ち
て
示
せ

よ
世
界
の
国
に�

蔡　

焜
燦　

◆

顕
彰
碑
に
は
三
宅
教
子
さ
ん
の
歌
も

台
湾
歌
壇
の
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
た
三み

宅や
け

教の
り

子こ

さ
ん
は
、
月
刊
「
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
ｄ
ａ
」

九
月
号
特
集
「『
老
台
北
』
一
周
忌
に
寄
せ

て
」
に
「
蔡
焜
燦
先
生
の
『
日リ
ッ
プ
ン
チ
ェ
ン
シ
ン

本
精
神
』」

と
題
し
て
寄
稿
し
、
そ
の
結
び
に
次
の
歌
を

添
え
て
い
る
。

台
湾
の
日リ
ッ
プ
ン
チ
ェ
ン
シ
ン

本
精
神
教
へ
た
ま
ふ
君
が
み
心

継
ぎ
て
歩
ま
む�

三
宅
教
子　

追
悼
集
に
も
載
る
こ
の
歌
は
、
加
藤
氏
の

「
リ
ッ
プ
ン
チ
ェ
ン
シ
ン
（
日
本
精
神
）
の

歌
」
と
い
う
曲
の
歌
詞
に
も
な
っ
て
い
る
。

長
年
、
事
務
局
長
と
し
て
台
湾
歌
壇
代
表

の
蔡
先
生
を
献
身
的
に
支
え
続
け
て
来
た
三

宅
さ
ん
の
労
に
報
い
、
蔡
先
生
の
歌
の
傍
に

こ
の
歌
を
加
え
る
こ
と
に
し
た
。

顕
彰
碑
除
幕
式
は
、
十
二
月
一
日
午
後
一

時
か
ら
米
泉
湖
で
開
催
す
る
。
京
都
美み

山や
ま

の

紅
葉
を
愛
し
続
け
た
蔡
焜
燦
先
生
を
思
い
、

紅
葉
の
時
期
に
設
定
し
て
い
る
。

こ
の
日
は
、
加
藤
さ
と
る
＆
浜
崎
む
つ
み

バ
ン
ド
に
よ
る
「
リ
ッ
プ
ン
チ
ェ
ン
シ
ン

（
日
本
精
神
）
の
歌
」
が
米
泉
湖
に
響
き
渡

る
こ
と
だ
ろ
う
。
台
湾
歌
壇
例
会
で
篠
笛
を

披
露
し
た
こ
と
の
あ
る
横
笛
演
奏
家
の
大お
お

野の

利り

可か

氏
と
の
共
演
も
楽
し
み
で
あ
る
。

七
月
の
西
日
本
豪
雨
で
は
周
南
市
や
下
松

市
も
被
災
地
と
な
り
、
米
泉
湖
の
周
回
路
も

崩
落
し
て
い
る
と
い
う
が
、
紅
葉
の
季
節
ま

で
に
は
復
旧
し
、
こ
の
除
幕
式
が
地
元
の

方
々
の
励
み
に
な
る
こ
と
を
期
し
た
い
。

ま
た
、
周
南
市
に
あ
る
徳
山
大
学
は
台
北

の
中
国
文
化
大
学
と
一
九
九
七
年
に
姉
妹
校

を
結
ん
で
い
る
。
蔡
焜
燦
先
生
の
顕
彰
碑
建

立
が
こ
の
よ
う
な
台
湾
と
の
交
流
関
係
を
継

続
し
、
次
世
代
に
向
け
て
発
展
さ
せ
て
ゆ
く

一
助
に
な
る
な
ら
と
思
い
、
徳
山
大
学
に
も

参
加
を
呼
び
掛
け
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。

山口県下松市の米泉湖文学碑プロムナードには呉建堂氏、洪
坤山氏など台湾歌壇関係者の歌碑が建ち、12月 1 日、蔡焜燦
先生顕彰碑が加わる（写真は、1995年に歌人の河内信子さん
が建立した呉建堂氏の歌碑）


